
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

2,010 単位時間 435 単位時間 495 単位時間 1,080 単位時間 0 単位時間 0 単位時間

年 単位 単位 単位 単位 単位 単位

160 人 125 人 人 0 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

■その他 3 人

（令和 6

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

人

人

人

人

人

人

人

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等にお
いてその担当する教育等に従事した者であって、当
該専門課程の修業年限と当該業務に従事した期間と
を通算して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 5

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 0

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 5

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高
度の実務の能力を有する者を想定）の数

5

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0

当該学科の
ホームページ

URL
https://academy.shiseido.co.jp/courses/beauty-consultant-course/

96
■進学者数 -

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 2,010

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 180

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 195

195

うち必修授業時数 2,010

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 180

第三者による
学校評価

資生堂ジャパン株式会社、株式会社イプサ、株式会社ザ・ギンザ、日本ロレアル株式会社、株式会社アルビオン、株式会社ポーラ、株式会社三越伊勢丹
ヒューマン・ソリューションズ

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 30

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

1

（令和6年度卒業生）

67
■地元就職者数 (F) 16
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

24

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 70
■就職希望者数 (D)　　　　　： 67
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和7年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的
資生堂が培ってきた「おもてなしの心」を備え、お客さまのご要望や期待に応えられる優れた接客応対力と高い技術力、そして香粧品に関わる専門知識の
修得と同時に、肌に関する専門的な知識と高いエステティック技術を修得すること。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

取得可能な資格・検定は、認定ビューティーアドバイザー検定、JBMAメイクアップ検定（Basicコース、Professionalコース、Expertコース）、認定エステティシャン、ネイリスト
技能検定、パーソナルカラリスト検定、アロマテラピー検定、マナー・プロトコール検定
2024年度の中退率は、7.2％

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

衛生 美容専門課程 ビューティーコンサルタント科 平成22(2010)年度 - 令和 4(2022)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

令和7年7月31日

173-0003

03-3962-2561
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人資生堂学園 平成10年3月30日 魚谷雅彦 東京都板橋区加賀二丁目15番1号
173-0003

03-3962-2561

資生堂美容技術専門学校 平成11年3月11日 大久保紀子 東京都板橋区加賀二丁目15番1号

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



種別

①

①

③

③

③

③

－

－

－

－

－

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

高宮 実 日本エステティック協会 理事
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（1年）

大島 岳 資生堂美容室株式会社 営業本部長
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（1年）

年2回　（8月、3月）

（開催日時（実績））
第１回　令和6年8月29日　14：00～16：00
第２回　令和7年3月14日　15：00～17：00

小口 宏美

田中 辰太郎 有限会社ファゴ 代表
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（1年）

※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

戸並 智大
資生堂ジャパン株式会社
美容戦略部長

令和7年4月1日～令和8年3月
31日（1年）

田村 祐紀
株式会社三越伊勢丹ヒューマン・ソリューションズ　営業統括部
化粧品事業担当　採用・教育グループ

令和7年4月1日～令和8年3月
31日（1年）

鈴木 和江 資生堂美容技術専門学校　教育部
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（1年）

大久保 紀子 資生堂美容技術専門学校　校長
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（1年）

橋立 久美 資生堂美容技術専門学校　教育部長
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（1年）

令和6年4月1日～令和8年3月
31日（1年）

横川 尚也 資生堂美容技術専門学校　教育部主任
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（1年）

資生堂美容技術専門学校　教育部副部長
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（1年）

簗瀬　雄太 資生堂美容技術専門学校　教務部
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（1年）

谷口　由美子 資生堂美容技術専門学校　教務部主任

山本 直 日本ヘアデザイン協会 理事
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（1年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程
の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
教育課程を編成するにあたり、教育課程編成委員会を年２回開催し、専攻分野である美容業を主とする企業や団体等に所
属している委員から意見や助言を聞き、美容業界の状況を把握している。
流行の移り変わりが早い社会環境において、美容業界の最新情報や知見を有している企業・団体等と実践的な授業科目の
開設や、教育効果の高い授業内容・方法について検討できることを基本方針としている。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教育課程編成委員会は、職業教育の水準の維持向上を目的に学校長を委員長として設置し、教育機関や関連する業界団
体等と連携して、実践的な教育課程の編成や授業方法、実習指導等の改善・見直しのために必要な提言等を行うものとす
る。提案された内容は学校長を議長とする管理職会議で検討し、最終的にカリキュラムに組み込むかどうかを決定する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿
令和6年7月31日現在

名　前 所　　　属 任期

令和6年4月1日～令和8年3月
31日（1年）

田村 和子 資生堂美容技術専門学校　教育部主任

小坂 千夏 資生堂美容技術専門学校　教育部
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（1年）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

委員から、基本技術を生かすための社会人基礎力や根本的な人間力向上やお客さま視点に立った身だしなみや所作が大切との意見があったこと
から、コミュニケーションワークやセルフプロデュース科目を新設し、キャリア育成授業をステップアップ方式にする等のカリキュラム強化をした。



科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

・当校の教育理念や職業実践的な授業目的を説明のうえ、授業での連携について契約している
・実践的な授業となるよう、連携企業等の担当者と共同でシラバスを構築し、実習や演習授業等を実施している
・学習成果を図る「習得確認」等を共同で行うことで成績評価を行い連携している

スチーム　有限会社

コスメマーケティング１
（デジタル）

お客様に商品を魅力的に感じていただくために必要な見せ
方・伝え方とそれを行う時のルールを習得し、コンテンツの
作成を実践・分析するスキルを学ぶ

資生堂インタラクティブビュー
ティー株式会社

ネイル
ネイルの知識とネイルケア、カラーリング、アートの基礎技
術とジェルネイルやセルフネイルの技術を学ぶ

応対４（展開）

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

株式会社倫來亜樹

美容のプロとして、「お客様が目指す美しさを叶えられる」
ために必要なカウンセリングスキルとコンサルテーションス
キルを習得する

資生堂ジャパン株式会社

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
・当校の教育理念である「美しく生きる」をかなえようを実践する為に、業界で実際に働いている講師を招聘し、美容業界で
役立つ知識・技能を身に付けさせる。講師選定にあたっては学生が社会人となった時にすぐに活用できるように現在、業界
で活躍中の業界人を条件としている。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

コスメマーケティング２
化粧品販売市場とお客さまの関連性を知り、美容職現場の状
況、ものづくりに対する思いを学び、美容師職に求められている
ことや美容職に求められることを理解する

株式会社資生堂

コスメティック１
化粧品市場と主要な化粧品ブランドの基本的な情報を把
握し、お客さまに化粧品の価値を伝えるための知識とトレ
ンド情報をキャッチする感性を身につける



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容 教育指導スキルの向上と共有、部下の育成に対する指導力向上を目指す研修

社会人基礎力向上にむけた指導力の強化 連携企業等： 株式会社WENESS

令和7年5月2日、8月18日、9月25日 対象：
教育部　ビューティーコンサ
ルタント科教員

教育部　ビューティーコンサ
ルタント科教員

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

モデルの美しさを引き出すことが出来るメイクアップ理論と技術力とプロとしての所作を習得

AJESTHE認定トータルエステティックアドバイザー 連携企業等： 一般社団法人　日本エステティック協会

令和6年11月

JBMA認定講師研修会 連携企業等： 一般社団法人ジャパン・ビューティーメソッド協会

令和7年6月20日 対象：
教育部　ビューティーコンサ
ルタント科教員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

②指導力の修得・向上のための研修等

学生のモチベーション向上・維持研修 連携企業等： 株式会社WENESS

令和6年4月2日、8月22日 対象：
教育部　ビューティーコンサ
ルタント科教員

教員個々が学生のモチベーションを向上・維持させる、マインドセットとスキルセットを獲得する

メイク講習会における技術指導の留意点および高いメイクアップ技術とインストラクション技術を取得

AJESTHE認定トータルエステティックアドバイザー 連携企業等： 一般社団法人　日本エステティック協会

令和7年8月5～6日 対象：
教育部　ビューティーコンサ
ルタント科教員

エステティックを総合的に深く理解し、お客様に求められる実践力とサロンでの指導力を学ぶ

②指導力の修得・向上のための研修等

多様な人と仕事をしていくために必要な基礎的な力の理解と、社会人基礎力の醸成に向けたチームコミュニケーション

教員実践研修　指導力養成講座 連携企業等： 公益社団法人　東京都専修学校各種学校協会

令和7年6月～8月（全6回） 対象：

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

教職員研修規程の第1条から第６条に、研修の目的、研修の種類、研修の選定、研修の受講、研修期間中の労働時間、雑
則を定め、教員の研修機会を設けている。
受講する研修は、授業科目に必須となる資格取得のための研修や、新しい技術習得の研修、クラス運営や学生支援に関す
る研修等、学生指導力の向上に繋がるものを基本方針としている。

JBMA対策講習会・検定　Professionalコース 連携企業等： 一般社団法人ジャパン・ビューティーメソッド協会

令和6年7月9～11日 対象：

エステティックを総合的に深く理解し、お客様に求められる実践力とサロンでの指導力を学ぶ

対象：
教育部　ビューティーコンサ
ルタント科教員

教育部　ビューティーコンサ
ルタント科教員



種別

関係業界

関係業界

高等学校

地域住民

卒業生

保護者

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://academy.shiseido.co.jp/disclosure/
公表時期： 令和7年7月24日

埼玉県立南稜高等学校
令和7年4月1日～令和8年3月
31日（1年）

竹澤 喜孝 加賀五四自治会
令和7年4月1日～令和8年3月
31日（1年）

岡元 美也子 資生堂ビューティークリエイションセンター
令和7年4月1日～令和8年3月
31日（1年）

柏﨑　千穂 学生保護者
令和7年4月1日～令和8年3月
31日（1年）

末吉　幸人

（３）教育活動 自己評価報告書　基準３．教育活動（18～28頁）

（４）学修成果 自己評価報告書　基準４．学修成果（29～32頁）

（５）学生支援 自己評価報告書　基準５．学生支援（33～44頁）

※（１０）及び（１１）については任意記載。

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

久保園 博幸 日本ヘアデザイン協会
令和7年4月1日～令和8年3月
31日（1年）

柿本 哲 株式会社 柿本榮三美容室
令和7年4月1日～令和8年3月
31日（1年）

（６）教育環境 自己評価報告書　基準６．教育環境（45～50頁）

（７）学生の受入れ募集 自己評価報告書　基準７．学生の募集と受入れ（51～56頁）

（８）財務 自己評価報告書　基準８．財務（57～63頁）

評価委員からの意見や助言ならびに評価結果を受けて、自己点検自己評価委員会で取組むべき改善点を明確にし、改善
計画を立案・実施している。現在は専攻分野に関連した企業等や地域と連携した教育の充実に取組んでいる。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（３）学校関係者評価結果の活用状況

（１）教育理念・目標 自己評価報告書　基準１．理念・目的・育成人材像（5～8頁）

（２）学校運営 自己評価報告書　基準２．学校運営（9～17頁）

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
自己点検・自己評価の結果について「外部委員による評価」を実施し、自己点検・自己評価についての検証を行う。外部委
員には、関連する業界・高等学校・地域・卒業生・保護者等に務めていただき、当校の教育活動および学校運営について客
観的な評価・助言を行っていただく。学校関係者評価委員会の評価・提言については次年度の事業活動計画の中で「自己
点検に対する学校関係者の助言等」として検討課題に挙げ、改善に取組むことを基本方針としている。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 自己評価報告書　基準９．法令等の遵守（64～69頁）

（１０）社会貢献・地域貢献 自己評価報告書　基準10．社会貢献・地域貢献（70～73頁）

（１１）国際交流 自己評価報告書　基準10．社会貢献・地域貢献（70～73頁）



（８）学校の財務 ・学校財務 財務情報：貸借対照表、資金収支計算書、事業活動収支計算書

（９）学校評価 ・学校評価 （１）学校自己評価報告書および評価結果を踏まえた改善方策
（２）学校関係者評価報告書および評価結果を踏まえた改善方策

（１０）国際連携の状況 ー

（５）様々な教育活動・教育環境 ・主な学校行事

（６）学生の生活支援 ・生活支援

（７）学生納付金・修学支援 ・入学金 ・学納金 ・奨学金と教育ローン

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://academy.shiseido.co.jp/disclosure/
公表時期： 令和7年2月17日

（１１）その他 ー
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（２）各学科等の教育 ・取得目標資格

（３）教職員 ・職掌別人数

（４）キャリア教育・実践的職業教育 ・キャリア支援 ・就職支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
下記（２）ガイドラインに基づく項目の情報をホームページ上に公開している。
また、主に入学希望者向けパンフレットにも学校の概要、教育内容、就職状況等、入学から卒業までの課程・取組みを掲載
している。
（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目
（１）学校の概要、目標及び計画 ・学校名 ・校長名 ・所在地 ・連絡方法 ・学校の沿革 ・教育理念

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係
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1 ○ 　 　
メイクアップ
理論

多様化するお客さまのニーズに対応できる
技術を身につけるための基本的理論を学
ぶ。

１
前

15 　○ 　 　 ○ 　○ 　 　

2 ○ 　 　
スキンケア理
論１

多様化するお客さまのニーズに対応できる
技術を身につけるための基本的理論を学
ぶ。

１
通

30 　○ 　 　 ○ 　○ 　 　

3 ○ 　 　
スキンケア理
論２

年齢により変化する肌状態と季節や環境に
よる肌への影響と肌悩みに関する知識と肌
分析方法を学ぶ。

２
前

30 　○ 　 　 ○ 　○ 　 　

4 ○ 　 　
スキンケア理
論３

肌状態となりたい肌に応じて、最適なスキ
ンケア化粧品の提案と美容方法を学ぶ。

２
後

15 　○ 　 　 ○ 　○ 　 　

5 ○ 　 　応対理論１
応対に必要な基礎知識と基本応対を理解
し、好感が持てる第一印象（所作、立ち居
振る舞い、言葉遣い、マナー）を学ぶ。

１
通

30 　○ 　 　 ○ 　○ 　 　

6 ○ 　 　応対理論２
お客さまの気持ちに合わせたコミュニケー
ション方法とカウンセリング、コンサル
テーションを学ぶ。

２
前

15 　 　○ 　 ○ 　○ 　 　

7 ○ 　 　
コスメマーケ
テ ィ ン グ １
（デジタル）

商品を魅力的に感じていただくために必要
な「見せ方・伝え方」のスキルとルールを
理解し、コンテンツ作成や結果分析方法を
学ぶ。

１
通

30 　 　○ 　 ○ 　○ 　〇

8 ○ 　 　
コスメマーケ
ティング２

美容業の働く環境、店舗特性、美容職とし
て求められること等を理解する。コスメ
マーケットの仕組みを知り、化粧品やモノ
づくりについて学ぶ。

１
後

30 　 　○ 　 ○ 　○ 　〇

9 ○ 　 　
コスメマーケ
ティング３

生活者とコスメマーケット・ブランドや商
品の成り立ちと関連性を知り、生活者の購
買行動や購買ニーズを学ぶ。

２
前

30 　 　○ 　 ○ 　○ 　〇

10 ○ 　 　
コスメマーケ
テ ィ ン グ ４
（文化）

化粧の起源や変遷、世界各国の文化、マー
ケティングと色の活用法、色覚多様性に配
慮したカラーユニバーサルデザインについ
て学ぶ。

２
後

30 　 　○ 　 ○ 　○ 　

11 ○ 　 　
マナープロト
コール

プロトコール、社交の場やビジネスシーン
のマナー、冠婚葬祭や年中行事など、マ
ナーの基本知識とスキルをトータルに学
ぶ。

１
前

15 　○ 　 　 ○ 　 　○ 　

授業科目等の概要

（美容専門課程　ビューティーコンサルタント科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



12 ○ 　 　
パーソナルカ
ラー

パーソナルカラー各シーズンの人の特徴を
理解し、理論に基づいた確実な色選びと提
案力を学ぶ。

１
通

30 　 ○ 　 ○ 　 　○ 　

13 ○ 　 　
ア ロ マ テ ラ
ピー

精油のプロフィールと香り、精油の活かし
方、安全な使用方法、利用方法など、ヘル
スケアやビューティケアへと活かせるアロ
マテラピーについてを学ぶ。

２
通

15 　○ 　 　 ○ 　 　○ 　

14 ○ 　 　
ユニバーサル
サービス

高齢者、お身体の不自由な方など個性・特
徴のあるお客様への配慮や気づきを実践で
きるサポート技術を身につけるための知識
と技術を学ぶ。

２
後

15 　○ 　 　 ○ 　 　○

15 ○ 　 　
コミュニケー
ション

人の行動指針となるプログラムを知り、相
手にアプローチができる、言語コミュニ
ケーションスキルと非言語コミュニケー
ションスキルを学ぶ。

１
後
・
２
前

30 　 　○ 　 ○ 　 　○ 　

16 ○ 　 　
コミュニケー
ションワーク

知識や情報を持ち寄った異質な人々な集団
による自律的な行動を通じた学習（協働学
習）を実践し、社会人としてのコミュニ
ケーションスキルを学ぶ。

１
通
・
２
通

30 　 　○ 　 ○ 　 　○ ○

17 ○ 　 　
英会話１（基
礎）

海外のお客さまのご要望や期待に応えられ
る優れた接客力を身につけるため、店頭各
シーンでの短い会話を題材にして、発音・
基本フレーズを学ぶ。

２
通

30 　 　○ 　 ○ 　 　○ 　

18 ○ 　 　
英会話２（応
用）

海外のお客さまへの接客シーンで、一連の
会話を自分の言葉で出来るようにロールプ
レイングにて学ぶ。

２
後

15 　 　○ 　 ○ 　 　○ 　

19 ○ 　 　中国語
中国文化、中国人の考え方など中国に係る
基礎知識を理解し、中国語の接客用語や化
粧品に関する単語、表現を学ぶ。

２
後

30 　○ 　 　 ○ 　 　○ 　

20 ○ 　 　
コスメティッ
ク１

化粧品市場と主要な化粧品ブランドの基本
的な情報を把握し、お客さまに化粧品の価
値を伝える知識を学ぶ。

１
通

30 　 　○ ○ 　○ 　〇

21 ○ 　 　
コスメティッ
ク２

化粧品市場の現状とブランドについての知
識を習得し、お客さまに化粧品の価値を伝
えるための知識と話法を学ぶ。

２
通

30 　 　○ ○ 　○ 　〇

22 ○ 　 　
メイクアップ
１（基礎）

基本技術と標準のプロポーションを理解
し、どのような顔立ちに対しても一定の水
準までメイクをアップを美しく仕上げられ
る技術と知識を学ぶ。

１
前

60 　 　 　 ○ ○ 　○ 　 　

23 ○ 　 　
メイクアップ
２（応用）

標準のプロポーションとスペースバランス
理論を用いて顔分析を行い、要望に合わせ
て最適なメイクアップのプランニングがで
きる知識と技術を学ぶ。

１
後

60 　 　 　 ○ ○ 　○ 　 　

24 ○ 　
メイクアップ
３（発展）

お客さまの顔立ち、肌などの特徴を捉える
分析力とテクニックを身に付け、お客さま
に合わせたイメージメイクアップ技術を学
ぶ。

２
前

60 　 　 　 ○ ○ 　○ 　 　

25 ○ 　 　
メイクアップ
４（展開）

様々な年代・ジェンダーに対応できるメイ
クアップ知識とテクニック、モードを意識
したボリューム感・スケール感を出せるテ
クニックを学ぶ。

２
後

30 　 　 　 ○ ○ 　○ 　 　



26 ○ 　 　
スキンケア１
（基礎）

スキンケアの基礎となる正しい手順と効果
的な使用法を理解し、お客様の顔立ちに合
わせたスキンケアを学ぶ。

１
前

45 　 　 　 ○ ○ 　○ 　 　

27 ○ 　 　
スキンケア２
（応用）

フェイスマッサージの目的と効果を理解
し、お客さまの顔立ちを捉えて、効果的な
フェイスマッサージとキンケアを学ぶ。

１
後

45 　 　 　 ○ ○ 　○ 　 　

28 ○ 　 　
スキンケア３
（発展）

お客さまの肌状態と顔立ちに合わせて、短
時間でも効果的なスキンケアを学ぶ。

２
前

30 　 　 　 ○ ○ 　○ 　

29 ○ 　 　
応 対 １ （ 基
礎）

応対の基礎知識を理解し、好感が持てる
「第一印象（姿勢・表情）」および「美し
い立ち居振る舞い」や「言葉遣い」を学
ぶ。

１
前

45 　 　 　 ○ ○ 　○ 　

30 ○ 　 　
応 対 ２ （ 応
用）

お客さまから好感が持たれる第一印象を身
につけ、お客さまとコミュニケーションを
取りながらカウンセリングを行い、美容提
案ができる技術を学ぶ。

１
後

45 　 　 　 ○ ○ 　○ 　

31 ○ 　 　
応 対 ３ （ 発
展）

お客さま一人一人の目指す美しさを叶える
ために必要なカウンセリングスキルとコン
サルテーションスキルを学ぶ。

２
前

60 　 　 　 ○ ○ 　○ 　

32 ○ 　 　
応 対 ４ （ 展
開）

カウンセリングスキルとコンサルテーショ
ンスキルを習得し、お客さまの要望を叶え
るための美容提案とライフスタイルへのア
ドバイスを学ぶ。

２
後

90 　 　 　 ○ ○ 　○ 　〇

33 ○ 　 　
応 対 5 （ 実
践）

カウンセリング・コンサルテーションスキル
を活かし、リアルなお客さまの要望、価値観
やライフスタイルを伺い、お客さま視点での
応対（オンライン含む）を学ぶ。

２
通

30 　 　 　 ○ ○ 　○ 　

34 ○ 　 　
生命活動とホ
メオスタシス

ホメオスタシスを保つための負のフィード
バック機構とその具体例及びホメオスタシス
を制御する脳と3つの配線（自律神経系、内
分泌系、免疫系）について学ぶ。

１
前

15 　○ 　 　 ○ 　 　○ 　

35 ○ 　 　衛生管理
公衆衛生・消毒・感染症に関する知識を習
得し、具体的な洗浄・消毒の手法・技術を
他者へ指導できる知識を学ぶ。

１
前

15 　○ 　 　 ○ 　 　○ 　

36 ○ 　 　栄養学
栄養についての基礎知識、消化と吸収、健
康と栄養、サプリメントや食品添加物など
について学ぶ。

１
後

15 　○ 　 　 ○ 　 　○ 　

37 ○ 　 　解剖生理学１
人体の仕組み、構造や機能について、細胞
レベルから骨、筋肉、臓器や脳について学
ぶ。

１
後

15 　○ 　 　 ○ 　 　○ 　

38 ○ 　 　解剖生理学２
運動の基本となる筋肉の関係や関係する器
官について理解し、運動による老化防止や
エネルギー代謝について学ぶ。

２
前

15 　○ 　 　 ○ 　 　○ 　

39 ○ 　 　化粧品学
化粧品について、法規、分類、品質保証、
取り扱い留意点について正しい知識を学
ぶ。

１
後

15 　○ 　 　 ○ 　 　○ 　



40 ○ 　 　皮膚科学

皮ふの構造と仕組みについて理解し、基本
知識、６つの働き、美しさを損ねる要因、
様々な肌状態、肌と環境、肌分析法を様々
な視点から学ぶ。

２
前

30 　○ 　 　 ○ 　 　○ 　

41 ○ 　 　
エステティッ
ク理論１

エステティックの歴史や領域を知り、電気
学などエステティックトリートメントを施
すのに必要な知識およびホスピタリティマ
インドの意義を学ぶ。

１
通

30 　○ 　 　 ○ 　○ 　 　

42 ○ 　 　
エステティッ
ク理論２

エステティックに関する法律や経営に関す
る基礎知識、サロンにおける救急法を理解
し、実践する能力を学ぶ。

２
通

30 　○ 　 　 ○ 　○ 　 　

43 ○ 　 　
エステティッ
ク実習１

ボディエステティックの基礎的な工程や基
礎テクニックを学ぶ。

１
前

45 　 　 　 ○ ○ 　○ 　

44 ○ 　 　
エステティッ
ク実習２

フェイシャルエステティックとワックス脱
毛の基本的な工程や機器の使用法と効果、
ボディトリートメントを学ぶ。

１
後

90 　 　 　 ○ ○ 　○ 　

45 ○ 　 　
エステティッ
ク実習３

お客さまの肌質や肌悩みに合わせた基本的
なトリートメントプランの組み立てとト
リートメント技術を学ぶ。

２
前

60 　 　 　 ○ ○ 　○ 　

46 ○ 　 　
エステティッ
ク実習４

ライフスタイル・肌質・肌悩みに合わせた
プランニング構成と効果を意識したトリー
トメントと適切なコンサルティングを学
ぶ。

２
後

45 　 　 　 ○ ○ 　○ 　

47 ○ 　 　ネイル
ネイルの知識とネイルケア、カラーリン
グ、アートの基礎技術とジェルネイルやセ
ルフネイルの技術を学ぶ。

１
通

60 　 　 　 ○ ○ 　○ 　〇

48 ○ 　 　
ライフスタイ
ルカウンセリ
ング１

「立つ・座る・歩く」の姿勢やポジショニ
ングから姿勢改善、ボディメイク、ダイ
エットまで様々な悩みに対して理解し、運
動の作り方を学ぶ。

１
後
・
２
前

30 　 　 　 ○ ○ 　 　○ 　

49 ○ 　 　
ライフスタイ
ルカウンセリ
ング２

心理的カウンセリングの手法を駆使し、お
客様のライフスタイルや健康・肌情報など
を収集し、お客様一人ひとりに合わせたコ
ンサルティングを学ぶ。

２
通

30 　○ 　 　 ○ 　○ 　 　

50 ○ 　 　
セ ル フ プ ロ
デュース

セルフプロデュースできるスキルとクリエ
イティブな発想、トータルプロデュースが
できるスキルを学ぶ。

１
通
・
２
通

30 　 　 　 ○ ○ 　○ 　

51 ○ 　 　
ファッション
コーディネー
ト１

メイク・ヘア・ファッションなどのトータ
ルコーディネート基本的概念とファッショ
ンの基礎知識を習得し、セルフプロデュー
スを学ぶ。

１
前

15 　 　○ 　 ○ 　 　○ 　

52 ○ 　 　
ファッション
コーディネー
ト２

自分に似合うものを理解し、お客様の似合
明確なアドバイスと説得力のある提案「他
者プロデュース力」を学ぶ。

１
後

15 　 　○ 　 ○ 　 　○ 　

53 ○ 　 　
総合クリエイ
ション

発表会に至るまでのプロセスとしてディス
カッションやグループワーク、プレゼン
テーションを実施し、自主性と主体性を学
ぶ。

２
通

90 　 　 　 ○ ○ 　○ 　 　



54 ○ 　 　
キャリア育成
１（ビジネス
マナー）

就職活動のスタートに向けた社会人基礎力
を身に付け、相手に伝わる伝え方を学ぶ。

１
通

30 　 　○ 　 ○ 　 　○ 　

55 ○ 　 　
キャリア育成
２ （ 職 業 と
キャリア）

就職試験に向けて、企業研究と自己分析、
履歴書、エントリーシートの作成と自己ア
ピール、活動プランニングを学ぶ。

１
通

30 　○ 　 　 ○ 　○ 　 　

56 ○ 　 　
キャリア育成
３（キャリア
デザイン）

社会人基礎力（前に踏み出す力、考え抜く
力、チームで働く力）に関する知識を理解
し、自分で考え実践できる思考力を学ぶ。

２
通

30 　 ○ 　 ○ 　○ 　 　

57 ○ 　 　
キャリア育成
2（ビジネス
スキル）

社会人として必要なビジネススキルを学
び、関わる全ての方々との相互コミュニ
ケーションをはかり、ニーズの応えられる
プレゼンテーションを学ぶ。

２
通

30 　 　○ 　 ○ 　 　○ 　

58 ○ 　 　導入教育

受動的な授業姿勢から能動的な授業姿勢へ
の変換と基礎的な知識・技能と目指す目標
の確認、良好な人芸関係の基礎作りを学
ぶ。

１
前

15 　 　○ 　 ○ 　○ 　○

59 ○ 　 　実務実習

店頭で接客応対を体験し、社会人基礎力や
基礎的・汎用的能力などの社会人としての
能力を高め、自ら考え行動することを学
ぶ。

1
後

30 　 　 　 ○ 　○ ○ 　〇

60 ○ 　 　
美容教養（美
しく学ぶ）１

社会で求められるコミュニケーション力や
相手を大切にする心の醸成をグループワー
クやイベントを通してチームワークやコ
ミュニケーションを学ぶ。

１
通

15 　 　○ 　 ○ 　○ 　

61 ○ 　 　
美容教養（美
しく学ぶ）２

グループワークやイベントを通して、社会
人としてのコミュニケーション力を醸成
し、自主性と計画性を持ち積極的に行動す
ることを学ぶ。

２
通

15 　 　○ 　 ○ 　○ 　 　

61

期

週

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分

１学期の授業期間

（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2

22

卒業要件：
学則に定めた所定科目の成績評価において全て60点以上で合格する
こと。

履修方法： 学則に定めた61科目を全て履修する。

合計 科目 2010 単位（単位時間）


